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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電磁機器本体を収納し、端部に開口を有する収納ケースと、
　前記開口に装着されるとともに前記電磁機器本体と電気的に接続する２対の端子金具が
内側に取付けられ、当該端子金具に相対して開口する端子カバー用開口が穿設され、この
端子カバー用開口に面して内方に向けて水平に平板状の端子取付部が突出形成されている
絶縁性材料からなる端板と、
　前記端子カバー用開口に装着され、前記端子金具に対向して設けられたリード線挿入孔
を有する絶縁性材料からなる端子カバーとを備え、
　この端子カバーの両側に対向して設けた係止用爪部を前記端板の前記端子取付部の両側
に設けた係止用受け部にそれぞれ係着して、前記端子カバーを前記端子取付部に着脱自在
に装着する電磁機器において、
　前記端板の前記端子取付部には、その前面中央に、前記端子カバーの装着方向に向けて
前記端子取付部の前面から凹んだ凹状の移動規制受け部を設けるとともに、この移動規制
受け部の両側に位置した各１対の端子金具間には、各端子金具の前面よりも突出したガイ
ド凸部を設け、
　前記端子カバーの内面には、その中央に、前記端子カバーの挿入に伴い前記移動規制受
け部と嵌合してこの移動規制受け部の内側面に摺接する外側面を有した凸状の幅方向移動
規制部を前記端子カバーの装着方向に向けて突出させて設けるとともに、前記凸状の幅方
向移動規制部の両側には、前記ガイド凸部に案内されて進入するガイド凹部を設けたこと
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を特徴とする電磁機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば照明器具に取付けられる安定器などの電磁機器に係る構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来技術について図４ないし図８を参照して説明する。
【０００３】
図４は例えば照明器具に取付けられる安定器などの電磁機器の外観を示す斜視図で、電磁
機器１０の片側端部には、角柱状の合成樹脂製からなるケース５内にコンデンサ本体（図
示せず）が収納されたコンデンサ６が連結されている。このコンデンサ６は、例えば電磁
機器１０の力率を改善するためのものである。
【０００４】
上記電磁機器１０は、両端開口した断面略コ字状の金属製カバー１６およびこの金属製カ
バー１６の下方開口に配置され複数本のねじ１８で螺着固定される金属製からなる長尺状
の底板１７とから構成される収納ケ－ス１５と、この収納ケ－ス１５の両端開口に嵌着さ
れる絶縁性材料からなる例えば合成樹脂製の端板２０，２０と当該収納ケ－ス１５内に収
納された図６に示す電磁機器本体１１とから構成している。
【０００５】
上記電磁機器本体１１はボビン（図示せず）に電線１２を巻回したコイル１３と、このコ
イル１３を装着した鉄心１４とから構成するとともに、長手方向に沿って上部両端に前記
コイル１３が接続される端子金具１９がそれぞれ設けられている。
【０００６】
上記端板２０上部には、矩形状の端子カバー用開口２１が穿設され、この端子カバー用開
口２１に面して内方に向けて水平に平板状の端子取付部２２が突出形成されている。
【０００７】
さらに、前記端子カバー用開口２１に面した上記端子取付部２２の両側には、長手方向に
沿って所定間隔離間した一対の端子金具３０，３０がそれぞれ固着されるとともに、一対
の端子金具３０，３０の間から前記端子カバー用開口２１に向けて略台形状のガイド凸部
２３，２３が端子取付部２２にそれぞれ突出形成されている。
【０００８】
また、前記端子カバー用開口２１に面している前記端子取付部２２の両側には、後述する
端子カバー３５が係着される係止用受け部を構成する係止段部２５，２５がそれぞれ形成
されている。
【０００９】
上記端子カバー３５は、絶縁材料である例えば合成樹脂からなるとともに前記端子金具１
９を覆って前記端子カバー用開口２１に挿着される。
【００１０】
端子カバー３５の両側には内方にそれぞれ突出し、前記端子カバー用開口２１に面して形
成された係止段部２５，２５に係着される係止用爪部３６，３６がそれぞれ形成されると
ともに、前記端子金具３０の前面３０ａに形成された鎖錠端子（図示せず）と対向した位
置に、それぞれ長手方向に沿って開口するリード線挿入孔３７が穿設されている。
【００１１】
さらに、端子カバー３５の内面３５ａ両端には、前記端子取付部２２に突出形成したガイ
ド凸部２３に対向して、前記ガイド凸部２３より少し大きめで相似形をした略台形状のガ
イド凹部３８がそれぞれ凹状に形成されている。
【００１２】
なお、端子カバー３５の内面３５ａは、ガイド凹部３８が凹んで形成されている以外は略
平坦状になっている。また、端子カバー３５の内面３５ａと対向する前記端子取付部２２
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の前面２２ａは、ガイド凸部２３が突出形成されている以外は略平坦状面を成している。
【００１３】
つぎに、電磁機器の組立て手順を説明する。
【００１４】
最初に、図６に示すように電磁機器本体１１の両端上部に取付けられている端子金具１９
に端板２０の内側に設けられた端子金具３０の切欠き嵌合部３１を嵌合させ、前記電磁機
器本体１１の両端に金属製カバー１６より少し長めに離間させて端板２０，２０を電磁機
器本体１１に取付けてから、金属製底板１７上に載置する。
【００１５】
それから、金属製カバー１６を電磁機器本体１１を覆うように金属製底板１７に取付け、
ねじ１６で金属製カバー１６を金属製底板１７に仮止めする。さらに、端板２０，２０を
それぞれ内側に移動させて金属製カバー１６に嵌合させたのち、ねじ１６を再度締付けて
金属製カバー１６を金属製底板１７に確実に固定する。
【００１６】
　つぎに、図７に示すように端子カバー３５を端子カバー用開口２１に挿入させていくと
、端子カバー３５の内面３５ａに形成されたガイド凹部３８が端子取付部２２の前面２２
ａに形成されたガイド凸部２３，２３に進入していくと同時に、端子カバー３５の両側に
形成された係止用爪部３６，３６の傾斜面３６ａ，３６ａと端子取付部２２の両端に形成
された係止段部２５，２５の手前側に形成された傾斜面２５ａ，２５ａとが摺接して、係
止用爪部３６，３６がそれぞれ外方に変形する。
【００１７】
　さらに、端子カバー３５を奥側に押込んでいくと、端子カバー３５のガイド凹部３８，
３８が端板２０のガイド凸部２３，２３に案内され、図８に示すように端子カバー３５の
係止用爪部３６，３６が端板２０の係止段部２５，２５に係着し、前記端子金具３０の前
面３０ａを覆うように端子カバー３５が端子カバー用開口２１に挿着固定される。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
　上記のように従来の電磁機器の端子カバーの端板への取付構造は、端板に形成されたガ
イド凸部に端子カバーのガイド凹部が案内されつつ、端子カバーの両側に形成された係止
用爪部が端板の係止段部に係着される。
【００１９】
しかし、端子カバーを端子カバー用開口に挿入しやすくするように、図８に示すように、
ガイド凸部とガイド凹部との間には若干の隙間が形成されている。
【００２０】
　さらに、係止用爪部が外方に変形して係止段部に係着する構造になっているため、前後
方向および幅方向に係止用爪部と係止段部との間に隙間がそれぞれ形成されている。
【００２１】
このため、端子カバーを端板に係着したとき、端子カバーは、幅方向に若干移動する。
【００２２】
　さらに、係止爪用部を変形させて係止段部に係着させる構造では、係止用爪部を大きく
変形させて係止段部に確実に係着させる形状にした場合には、係止用爪部の根元部に大き
な内部応力が作用し、破損するという問題がある。このため、この種構造では、係止用爪
部は係止段部に僅かに係着する構造になっている。
【００２３】
　そこで、図９に示すように、端子カバーが片側に片寄ったとき、他方側の係止用爪部の
係止段部への引掛りが少なくなり、端子カバーが端板から外れる危険性があるという問題
があった。
【００２４】
　一方、端子カバーの片寄りを少なくし、端子カバーを端板から外れなくすためには、合
成樹脂などで作られている端子カバーの係止用爪部間のバラツキをなくすことが必要であ
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る。このためには、成型時間を長くするとともに、寸法管理のための治具および収縮率の
小さい材料を使用するなどコストアップの要因となるという問題があった。
【００２５】
本発明は上記の点に鑑みてなされたもので、コストアップの要因を伴わず、端板に確実に
係着される端子カバーを有する電磁機器を提供することを課題とする。
【００２６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を達成するために、本発明の電磁機器は、電磁機器本体を収納し、端部に開口
を有する収納ケースと、前記開口に装着されるとともに前記電磁機器本体と電気的に接続
する２対の端子金具が内側に取付けられ、当該端子金具に相対して開口する端子カバー用
開口が穿設され、この端子カバー用開口に面して内方に向けて水平に平板状の端子取付部
が突出形成されている絶縁性材料からなる端板と、前記端子カバー用開口に装着され、前
記端子金具に対向して設けられたリード線挿入孔を有する絶縁性材料からなる端子カバー
とを備え、この端子カバーの両側に対向して設けた係止用爪部を前記端板の前記端子取付
部の両側に設けた係止用受け部にそれぞれ係着して、前記端子カバーを前記端子取付部に
着脱自在に装着する電磁機器において、前記端板の前記端子取付部には、その前面中央に
、前記端子カバーの装着方向に向けて前記端子取付部の前面から凹んだ凹状の移動規制受
け部を設けるとともに、この移動規制受け部の両側に位置した各１対の端子金具間には、
各端子金具の前面よりも突出したガイド凸部を設け、前記端子カバーの内面には、その中
央に、前記端子カバーの挿入に伴い前記移動規制受け部と嵌合してこの移動規制受け部の
内側面に摺接する外側面を有した凸状の幅方向移動規制部を前記端子カバーの装着方向に
向けて突出させて設けるとともに、前記凸状の幅方向移動規制部の両側には、前記ガイド
凸部に案内されて進入するガイド凹部を設けたことを特徴とするものである。
【００２７】
　上記の構成において、端子カバーを端板に固定する固定手段として、端板の両側に設け
た係止用受け部に端子カバーの両側に対向して設けた一対の係止用爪部を係着して端子カ
バーを端板に固定する。
【００２８】
　この構造だけでは、端子カバーを端板に取付けた際、端子カバーが幅方向に動き、片側
の端子カバーの係止用爪部と端板の係止用受け部との係合が少なくなるということがある
。
【００２９】
　これを防止する手段として、端子カバーと端板と対向する位置に互いに嵌合する凸状ま
たは凹状の幅方向移動規制部とこの幅方向移動規制部と嵌合する凹状または凸状の移動規
制受け部を設け、端子カバーが幅方向に移動するのを規制する構成部を設けることにより
、端子カバーの係止用爪部と端板の係止用受け部との係合状態を確実にすることが可能に
なった。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下、図１ないし図３を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、従来技術と同一
の構成部品は同一番号を付して説明する。
【００３１】
本発明に係る電磁機器も、従来技術で説明したと同様に、金属製底板１７に金属製カバー
１６を被せて取付けこれらをねじ１８で固定し、両端開口した収納ケース１５を形成する
。
【００３２】
この収納ケース１５に電磁機器本体１１を挿入し、開口端にそれぞれ端板２０，２０を嵌
着させ、端板２０の内側に取付けられている端子金具３０と電磁機器本体１１のコイル１
３と電気的に接続されている端子金具１９とを連結する。
【００３３】
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それから、端板２０の上部に穿設されている端子カバー用開口２１から端子カバー３５を
挿入し、この端子カバー３５の両側に形成されている係止用爪部３６と端板２０に形成さ
れている係止段部２５とを係着させて、端子カバー３５を端板２０に固定するものである
。
【００３４】
しかし、上記構成だけでは、端子カバー３５を端板２０の端子カバー用開口２１に装着し
た際、幅方向（矢印Ａ方向）に動くため、端子カバー３５が片側に片寄り、他方側の端子
カバー３５の係止用爪部３６と端板２０の係止段部２５との引掛りが少なくなり、端子カ
バー３５が端板２０から外れる危険性があった。
【００３５】
そこで、本発明では、端子カバー３５の幅方向（矢印Ａ方向）の動きを規制するため、図
２に示すように、端子カバー３５の内面３５ａの中央に、装着方向に向けて略矩形状の幅
方向移動規制部４０を突出形成するととともに、この幅方向移動規制部４０が嵌合する凹
溝状の移動規制受け部５０を端板２０の端子取付部２２の前面中央に凹ませて形成する。
【００３６】
つぎに、端子カバーの端子カバー用開口への取付け方法を説明する。
【００３７】
端子カバー３５を端子カバー用開口２１内に挿入せていくと、端子カバー３５の内面３５
ａに形成されたガイド凹部３８が端子取付部２２の前面２２ａに形成されたガイド凸部２
３，２３に進入していく。
【００３８】
　端子カバー３５の挿入に伴い、端子カバーの内面中央に突出形成された凸状の幅方向移
動規制部４０が端板２０に形成された凹溝状の移動規制受け部５０内に進入していくと同
時に、端子カバー３５の両側に形成された係止用爪部３６，３６の傾斜面３６ａ，３６ａ
と端子取付部２２の両端に形成された係止段部２５，２５の手前側に形成された傾斜面２
５ａ，２５ａとが摺接して、係止用爪部３６，３６がそれぞれ外方に変形する。
【００３９】
　さらに、端子カバー３５を奥側に押込んでいくと、端子カバー３５のガイド凹部３８，
３８が端板２０のガイド凸部２３，２３に案内されるとともに、幅方向移動規制部４０の
外側面４１，４１も移動規制受け部５０の内側面５１，５１と摺接しつつ奥側に移動する
。前記幅方向移動規制部４０は端子カバー３５の幅方向中央に形成されるとともに、移動
規制受け部５０も端板２０の幅方向中央に形成されているため、端子カバー３５は端板２
０の幅方向中央に位置決めされつつ奥側に押込まれていく。最後に、図１に示すように端
子カバー３５の係止用爪部３６，３６が端板２０の係止段部２５，２５に係着し、前記端
子金具３０の前面３０ａを覆うように端子カバー３５が端子カバー用開口２１に挿着固定
される。
【００４０】
このため、図３に示すように、端子カバー３５の端板２０への取付け位置は、端子カバー
３５の凸状の幅方向移動規制部４０と凹状の移動規制受け部５０の嵌合により決まるので
、係止用爪部３６と係止段部２５の幅方向にできる隙間ｂ，ｃは略同一の隙間となる。
【００４１】
このため、端子カバー３５の幅方向の動きは、凸状の幅方向移動規制部４０と凹状の移動
規制受け部５０とにより規制され、端子カバー３５が片側に片寄ることがなくなる。
【００４２】
そこで、係止用爪部３６と係止段部２５との係合状態も変化するこがなくなるので、端子
カバー３５が端板２０から外れる恐れはない。
【００４３】
上記実施の形態の作用を説明する。
【００４４】
端子カバーを端板に固定する固定手段として、端板の両側に設けた突部状の係止段部に端
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子カバーの両側に対向して設けた一対の係止用爪部を係着して端子カバーを端板に固定す
る。
【００４５】
このとき、端子カバーを端板に取付けられた際、端子カバーの係止用爪部と端板の係止段
部との間に隙間ができ、この隙間を無くす方向に端子カバーが動き、片側の端子カバーの
係止用爪部と端板の係止段部との係合が少なくなることがある。
【００４６】
これを防止する手段として、端子カバーと端板と対向する位置に互いに嵌合する凸状また
は凹状の幅方向移動規制部とこの幅方向移動規制部部と嵌合する凹状または凸状の移動規
制受け部を設ける。
【００４７】
幅方向移動規制部により、端子カバーは幅方向の動きが規制され、端子カバーを端板に係
着したのちは、端子カバーは幅方向に動くことができなくなる。
【００４８】
このため、端子カバーの係止用爪部と端板の係止段部との接触係合面積が左右均等となり
、端子カバーが端板から外れにくくなる。
【００４９】
また、端子カバーと端板とに突出部または凹部を形成するだけであるので、特別の部品も
必要なく、コストアップの要因を伴わず、課題を達成することが可能となった。
【００５０】
なお、凹凸の関係は、逆の構成でもよいし、嵌合箇所も一箇所以上あれば効果ある。
【００５１】
また、収納ケースは金属製カバーと金属製底板とから構成することで説明をしたが、例え
ば、合成樹脂で一体成型で構成してもよいし、また、アルミ材で引抜き製作してもよい。
【００５２】
さらに、端子カバーを端板に係着したとき、端子カバーの幅方向移動規制部の先端と端板
の移動規制受け部の底面とが突接する形状にすると前後方向の動きがより少なくなり、端
子カバーはより確実に端板に係着することができる。
【００５３】
【発明の効果】
　以上詳記したように本発明によれば、端子カバーの内面両側間には、装着方向に向けて
凸状の幅方向移動規制部を設けるとともに、端板には、前記幅方向移動規制部と嵌合する
凹状の移動規制受け部を設けた構成にしたので、端子カバーを端板に挿着したとき、幅方
向移動規制部と移動規制受け部とにより、端子カバーの幅方向の移動が規制されるので、
端子カバーの係止用爪部と端板の係止用受け部との接触係合面積が変化することがなくな
り、端子カバーが端板から外れにくくなる。
【００５４】
また、端子カバーと端板とに突出部または凹部を形成するだけであるので、コストアップ
の要因を伴わず、課題を達成することが可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施の形態に係る端子カバーを端板に挿着した状態を示す断面図を
含む上面図。
【図２】同実施の形態における挿着前の状態を示す断面図を含む上面図。
【図３】同実施の形態における端子カバーの係止用爪部と端板の係止段部との係合状態を
拡大した断面図を含む上面図。
【図４】一般的な電磁機器にコンデンサを連結した状態を示す斜視図。
【図５】同上の電磁機器の端板に端子カバーを係着した状態を示す拡大斜視図。
【図６】同上の電磁機器内に収納されている電磁機器本体とこの電磁機器本体に取付けら
れている端板とを示す斜視図。
【図７】従来技術に係る端板カバーとこの端板カバーに係着される端板部分の構造とを示
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す断面図を含む上面図。
【図８】同上の端板カバーを端板に係着した状態を示す断面図を含む上面図。
【図９】同上の端板カバーと端板との係着状態部分のみを示す断面図を含む上面図。
【符号の説明】
１０…電磁機器，
１１…電磁機器本体，
１５…収納ケース，
２０…端板，
２１…端子カバー用開口，
２３…ガイド凸部，
２５…係止段部（係止用受け部），
３０…端子金具，
３５…端子カバー，
３５ａ…端子カバーの内面，
３６…係止用爪部，
３７…リード線挿入孔，
３８…ガイド凹部，
４０…幅方向移動規制部，
４１…幅方向移動規制部の外側面，
５０…移動規制受け部，
５１…移動規制受け部の内側面。

【図１】 【図２】



(8) JP 4076189 B2 2008.4.16

【図３】 【図４】

【図５】
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